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海
や
川
、
ま
た
、
プ
ー
ル
な
ど 

の
水
の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
前 

に
、
津
市
消
防
本
部
は
、
六
月
二 

十
八
日
に
雲
出
伊
倉
津
町
の
伊
倉 

津
漁
港
で
、
四
署(
中
消
防
署
・
北 

消
防
署
・
久
居
消
防
署
・
白
山
消 

防
署)

が
連
携
し
て
救
助
隊
員
ら 

六
十
七
人
が
参
加
し
、
合
同
水
難 

救
助
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

訓
練
は
、
釣
り
人
八
人
が
乗
っ 

た
釣
り
船
が
転
覆
し
、
一
名
は
自 

力
で
岸
壁
ま
で
た
ど
り
着
い
た
が
、 

残
り
の
七
名
が
行
方
不
明
。な
お
、 

全
員
が
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着 

用
し
て
お
り
、
現
在
も
水
面
を
漂 

流
中
と
の
想
定
で
始
ま
り
、
救
助 

隊
員
に
よ
る
救
命
索
発
射
銃
の
浮 

環
弾
を
使
用
し
て
の
救
助
訓
練
、 

同
隊
員
二
名
で
要
救
助
者
を
直
視 

し
な
が
ら
の
泳
法
に
よ
る
溺
者
救

助
訓
練
、

救
命
ゴ

ム
ボ
ー 

ト
四
隻

で
の
漂

流
者
の

確
保
訓

練
で
、

最
終
に

は
、
救
助
工
作
車
な
ど
に
積
載
さ
れ
た

三
連
は
し
ご
を
応
用
し
て
、
同
隊
員
が

ロ
ー
プ
や
滑
車
な
ど
を
使
用
し
て
、
は

し
ご
ク
レ
ー
ン
を
作
成
し
、
救
命
ボ
ー

ト
に
よ
り
救
助
さ
れ
た
漂
流
者
を
堤
防

に
引
き
揚
げ
る
訓
練
が
本
番
さ
な
が
ら

に
行
わ
れ
、
夏
本
番
に
備
え
て
、
各
消

防
署
が
水
難
救
助
の
連
携
を
確
認
し
ま

し
た
。 

訓
練
終
了
後
、
野
田
重
門
津
市
消
防

長
か
ら
、「
山
か
ら
海
に
か
け
て
、
広
く

な
っ
た
管
内
、
い
か
な
る
場
所
に
お
い

て
特
異
な
水
難
事
案
が
発
生
す
る
か
計

り
知
れ
ま
せ
ん
。
今
日
の
訓
練
を
検
討

し
反
省
点
を
見
出
し
、
気
象
条
件
な
ど

も
十
分
考
慮
し
て
、
一
朝
有
事
に
備
え

て
下
さ
い
。」
と
講
評
し
ま
し
た
。 

   
     
 
 

住住
宅宅
用用
火火
災災 

  
  

警警
報報
器器
のの
設設
置置
をを  

  
  

今
年
上
半
期
に
市
内
で
発
生
し
た

建
物
火
災
は
三
十
八
件
で
、
そ
の
う

ち
住
宅
火
災
が
二
十
六
件
で
約
六
十

八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。 

住
宅
火
災
の
主
な
出
火
原
因
は
、
こ

ん
ろ
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
で
す
。
ま
た
、

夜
間
に
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が

逃
げ
遅
れ
て
犠
牲
に
な
る
火
災
が
依

然
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

悲
し
い
出
来
事
を
防
ぐ
た
め
に
も
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ

う
。  

                                        
  
  
  
  
   
  
  

救
急
の
出
動
件
数
は
五
千
四
百
二

十
六
件
で
、
そ
の
内
訳
は
急
病
三
千

三
百
六
十
八
件
、
交
通
事
故
六
百
八

十
四
件
、
一
般
負
傷
七
百
四
十
三
件
、

そ
の
他
六
百
三
十
一
件
と
な
り
、
昨

年
同
期
と
比
較
す
る
と
四
十
一
件
減     

少
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

ま
た
、
搬
送

人
員
は
五
千

百
九
十
五
人

で
、
昨
年
同
期

よ
り
七
十
七

人
減
少
し
ま

し
た
。 

 
 

 
 

        

市
内
で
発
生
し
た
救
助
出
動
件
数 

は
六
十
六
件
で
、
そ
の
内
訳
で
最
も 

多
か
っ
た
の
が
交
通
事
故
三
十
六
件 

で
、
約
五
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め 

ま
し
た
。
続
い
て
火
災
二
十
件
、
水 

難
事
故
五
件
、
建
物
な
ど
に
よ
る
事 

故
二
件
、
そ
の
他 

の
事
故
三
件
で
し 

た
。
昨
年
同
期
と 

比
較
す
る
と
五
件 

増
加
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
救
助
人 

員
は
四
十
九
人
で
、 

昨
年
同
期
よ
り
八 

人
増
加
し
ま
し
た
。 

負傷者を搬

平平平
成成成
十十十
九九九
年年年
上上上
半半半
期期期   

火火火
災災災
・・・
救救救
急急急
・・・
救救救
助助助
統統統
計計計   

一
月
一
日
～
六
月
三
十
日 

火火
災災  

区  分 平成１９年上半期 平成１８年上半期 比較 ▲は減 

火災件数（件） １０１ ７２ ２９ 

建物火災 ３８ ３３ ５ 

林野火災 １９ １１ ８ 

  

種

別 車両火災 ９ １１ ▲２ 

船舶火災 ０ ０ ０  

その他火災 ３５ １７ １８ 

損害額（千円） ６９，８５８ １５３，７８６ ▲８３，９２８ 

建物焼損床面積（㎡） １，１６４ １，７６２ ▲５９８ 

死 者（人） ４ １ ３ 

負傷者（人） １４ ４ １０ 

救救
急急  

区  分 平成１９年 

上半期 

平成１８年 

上半期 

比 較

▲は減

出動件数 ５，４２６ ５，４６７ ▲４１

搬送件数 ５，０４１ ５，１１２ ▲７１

不搬送件数 ３８５ ３５５ ３０

搬送人員 ５，１９５ ５，２７２ ▲７７

急急
病病
がが
六六
割割
以以
上上 

区  分 平成１９年 

上半期 

平成１８年 

上半期 
比 較 

出動件数 ６６ ６１ ５ 

活動件数 ３９ ３４ ５ 

救助人員 ４９ ４１ ８ 

救救
助助  

交交
通通
事事
故故
がが
半半
数数
以以
上上 

 

 

釣釣りり船船転転覆覆をを想想定定  水水難難事事故故にに備備ええてて四四署署がが連連携携 

四四
署署
合合
同同
水水
難難  

救救
助助
訓訓
練練
でで
有有
事事
のの  

連連
携携
をを
確確
認認  

三三連連ははししごごをを応応用用ししててははししごごククレレーーンンでで  

要要救救助助者者をを堤堤防防にに引引きき揚揚げげるる救救助助隊隊員員  


